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論  文  名 
ヘーゲル哲学における主体性の思想についての研究 
―「自己であること」について― 
本論文は、ヘーゲル哲学における最重要な概念のひとつである「主体性」について、その根本
的なあり方を掘り起すべく、ヘーゲルの思想の成熟期であるイェーナ時代の諸著作、『大論理学』、
そして後期の『宗教哲学講義』にまでわたる幅広いテキストを渉猟し、その本質的な姿を精緻に
明らかにすべく試みた意欲的な研究である。多様な先行研究にも目配りしつつ、ヘーゲルのテキ
ストに寄り添い、その難解な思索の糸を撚り解しながら、「主体性」概念の本質的な理解を明晰な
日本語に表現しえた技量には括目すべきものがある。全体は第一「ヘーゲル哲学における主体性
と精神の自己知について」、第二「「定立されていること」と自らを根拠とすること」、第三「概念
の自己実現の活動と人格性」、第四「自己であることの根源への問い」の、四つの章および序論と
結びから構成されている。 
第一章はイェーナ時代の諸著作を対象に、有限な精神の構造が明らかにされる。精神は自らが
意識する主体であると同時にその客体でもあるという二重構造の中にあって、さらにこの分裂と
統一を意識している主体であり、論者はここに精神の「自ら自身の他なるもの」という無限性の
在りかを認める。さらに精神のこの意識の活動こそが精神の本質であることが証示される。すな
わち精神の本質である実体は既存のものとして予めすでにあるのではなく、自らを知る「知」の
営みにおいてはじめて「生成」するというのである。ここにいわゆる実体＝主体論の基本が突き
止められる。 
第二章では、『大論理学』の「本質論」における「偶然性」と「必然性」の概念分析に基づいて、
原因と結果の因果連関において実体が端緒の原因であると同時に終局の結果でもあるという円環
的関係が「概念」の本質的事態として明らかにされる。ここから自ずから発する「自由」が「必
然性」の真理であることが、すなわち「自由」が「必然性」をそれ自身のうちに含むことが主張
される。 
第三章では、『大論理学』の「概念論」の「普遍性・特殊性・個別性」の分析が追跡され、普遍
性と個別性の不可分の連関を明示することで主体性としての概念の特性が析出される。概念は普
遍性として「他に対して開かれてある」ことによって客観的現実世界に個別性として関わり、そ
こにおいて「人格性」として立ち現れるが、これこそが「主体性」の現実化であることが描出さ
れる。 
第四章においては、ベルリン時代の『宗教哲学講義』が取り上げられ、有限な精神・理性と無
限な精神・理性すなわち神とのかかわりの可能性が、問いただされる。すなわち、有限な精神の
「有限であること」の自覚が「無限・神」への可能性を開くというのである。これによって人間
的主体性が神的実体性と結び合い、真の意味での「精神」として証しされる事態が鮮明にされる。 
なお不備な点は認められはするものの、以上の論述は先行研究を綿密に吟味しながら、ヘーゲ
ル哲学における「主体性」概念の意義を多面的かつ根本的に明らかにしたものであり、その成果
は斯界の発展に大きく寄与するものであることは疑いを容れない。よって本論文の提出者は、博
士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
